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論理的思考力を育成する国語科学習の改善
「ビーバー絵本を作ろう ―ビーバーの大工事― （２年）」

（１）主張点

１ 本単元で育成する国語力をこうとらえる

・ 形式段落を整理しまとめながら絵本の目次を考えたり，主述の関係をとらえながら箇条書き

に整理したりすることを通して，物事の手順を理解し表現する を育てる。論理的思考力

・ 絵本づくり（言葉と絵で読み取ったことを表現する）を単元の中心となる学習活動とするこ

自分のとで，①読む目的，表現する(クイズ作り)目的を明確にし，目的に応じて理解したり，

を育てる，②非言語情報を言語化したり統制したりする場を意図的に設け，考えを表現する力

写真・絵などを効絵や写真を言語化して表現する力 言語と写真や絵とを結びつけて読む力や ，

を育てる。果的に活用する力

２ 学習指導・評価のポイント

① 目的に応じて理解し，解決する能力の育成を図るために明確な目的を設定する。

② 書かれている事柄の順序に注意して正確に読みとる力を育てるために４つの学習活動の段階

を経ながら確かな力として身に付けることができるようにする。

③ 低学年の発達段階の特性を考慮した豊かな読解に導くための体験活動を重視し，ビーバーの

行動を具体的にイメージできるようにする。

④ 絵本に載せる写真や絵を考える場を設け，本文と写真とをつないで読むことを繰り返すこと

で，写真の効果や役割を考え，非言語からの情報の読みとりに気付き自分の読みを深める力と

して身に付けることができるようにする。

⑤ あとがきを書く場では，読み取りの内容だけでなく表現の工夫も観点にもたせることで，自

分の学習した力を自覚できるようにする。

（２） 単元の構想に当たって

本単元は，①教材分析，②児童の実態を踏まえ育てたい力を上のように定め，③読解力向上の指導

のねらいと照合し，学習指導の工夫・改善を提案，実践したものである。
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ア(ア) 目的に応じて理解し，解決する能力の育成

小学校低学年の段階から何のためにそのテキストを読むのか，読むことによってどうい

うことを目指すのかといった し，その解決のためにテキストを読む活動明確な目的を設定

に慣れさせる。

(ウ) 課題に即応した読む能力の育成

一つの単元(教材)が終了したときどのような能力を習得したのかを学習者が明確に自覚

できるようにする。

 

本単元で育成する国語力 



イ(ア) テキストを利用して自分の考えを表現する能力の育成

ウ(ア) 多様なテキストに対応した読む能力の育成

指導目標や学習課題に必然的に関わったり，目的に応じたりするパンフレットや図表な

ど も含めた多様なテキストとの出会いを大切にする。

① 教材分析との関連

本単元は，絵本づくりという表現活動を核に，まず前半で「ビーバーの大工事」の事柄の順序に

注意した正確な読み取りを，後半では読むことによって，さらに興味・関心を持った事柄について

情報を収集・選択し，絵本の関連ページにクイズコーナーとしてつけ加え，交流し合うことを目標

とした「読むこと 「書くこと」の関連単元である。」

教材文「ビーバーの大工事」は，アメリカビーバーを素材に，その生態をビーバーの行動を主体

とした「中心的な説明」とビーバーの体の構造や機能などの事柄を説明した「補足的な説明」の組

。 「 」み合わせで表現された説明文である ビーバーの仕事の手順に従って 木を切り倒し運ぶビーバー

「ダムをつくるビーバー 「すをつくるビーバー」の三つの部分で構成されており，そのうえ，それ」

ぞれの部分の中で「木の運び方 「ダムのつくり方 「すのつくり方」と順序が述べられ，くり返し」 」

順序や事柄のまとまりを考えながら読み取ることができる。また，効果的な擬声語や臨場感あふれ

る修飾語，具体的な数値表現，比喩表現を用いながら平易で無駄のない簡潔な表現で書かれている

うえ，叙述を補う写真があるため，子ども達がイメージをもって読むのにそう困難はないだろう。

情報の把握の観点として，ビーバーの「仕事の手順」をとらえること，ビーバーの「体の特徴の表

し方 ，に注目して内容を読むこと，ビーバーの「大工事を行うわけ」を考えることを押さえつつ，」

一人ひとりの読みのイメージを交流し，読み深めることを楽しむことも大切にしながら「説明文の

読み取り方」を意識させるようにした。次に，読み取った内容やもっと知りたいことを調べてクイ

ズ形式に表して伝える後半では，読み取りで知り得た情報や各自の新たな疑問に基づいて調べた情

報を，クイズという形で再構成することによって情報を伝える力を育てる場とした。

② 児童の実態との関連

児童は，６月に「たんぽぽ」で，まとまりや順序に気をつけて，たんぽぽの仕組みや花の開閉の

秘密，なかまの増やし方など，説明されている事柄を読み取る学習を経験している。そして，①形

式段落の大体をとらえ，文章全体の構成（意味段落）に気付く力，②時・花の様子を書き出したカ

ードを操作したり動作化 絵で表現したりしながら順序を正しく読みとる力，③友だちとの学び合→

， ， ，いを通して 共通点や相違点を見つけ出そうとする力 ④言葉と絵をつないで考える力などを育み

内容を正しく理解したり，説明文を読む時の力として意識したりできるようになってきている。

， ， ， ，そこで 本単元では まず 書かれている事柄の順序に注意して正確に読みとる力を育てる場を

以下の四つの学習活動の場とし，段階を経ながら確かな力として身に付けることができるようにし

たいと考えた。

Ⅰ 絵本の目次づくり・・・ビーバーが安全なすを作るまでの を読み取る。(目次)全体の順序

（木を切り倒し川へ運ぶビーバー ダムをつくるビーバー すをつくる→ →

ビーバー）

Ⅱ 木を運ぶ様子

Ⅲ ダムをつくる様子 を絵本に表しながら読む。

Ⅳ すをつくる様子 運び方・つくり方など， を順序を正しく読み取る。物事の手順

(箇条書き)

Ⅱ～Ⅳでは，まずⅡで，本文を箇条書きに書き出すことで物事の順序をわかりやすく表す方法を

知り，Ⅲで各々がその方法を使って読み取り，Ⅳで前時までの読み取りを生かして本文では省略さ

れている順序をリライトすることで読みの確認，評価を行う。このように，三つの学習場面で段階

的に目標を設け，論理的思考力を育みながら，説明文を読む時の力として，子ども達自身にも自覚

させたい。

次に，低学年の発達段階の特性を考慮して順序を追いながら動作化することでビーバーの行動を

。 「 」 ，具体的にイメージできるようにした 後で挙げた本時の ダムづくりをするビーバーの様子 では



ビーバーの動作化に加え，ダムの様子の変化を実感できるように絵や簡易模型に表す体験活動を通

して具体的にイメージできるようにした。ダムづくりの一連の順序は，何度も繰り返されることや

家族とともに繰り返されることが新たな気づきとして再発見，再認識できた。

さらに，絵本に載せる写真や絵を考える場を設け，本文と写真とをつないで読むことを繰り返す

ことで，写真の効果や役割を考え，非言語からの情報の読みとりに気付き自分の読みを深める力と

して身に付けることができるようにした。例えば，写真にタイトルを付けたり，写真から得た情報

を 言語で付け加えたりして絵本のページを作り上げていくのである。このように，写真や絵は単な

る イラストやカットではなく，常に言葉を補ったり新しい情報を得ることのできるものとして意識

。 ， 「 」で きるようにした 本時では 教材文に載せられている写真が ダムづくりをするビーバーの様子

を表す一部分であることに気付いたうえで，自分の絵本に載せる写真や絵について考える場を設定

した。教材文に載せられた写真も含めた数枚の写真や絵から理由を明らかにして選ぶことで，非言

語情報を読み取る力だけでなく，自分の読みの根拠に基づいた効果的な写真や絵の活用を考える力

を育てることにもつながると思われる。

③ 「読解力向上の指導のねらい」と学習指導の工夫との関連(単元構成参照)

・ア(ア) のために明確な目的の設定

本単元は，絵本づくりという表現活動を軸に展開する。ビーバーについて正しく分かりやすく伝

えたいという課題意識を明確に持つことで，学習の必然性が生まれ，子どもたちは主体的に読もう

とする。さらに，絵本のページに何を書くのか，どんな情報をどう表せばいいのか等，読む目的を

はっきりもつことができる。例えば 「ダムをつくるビーバー」のページでは，ダムのつくり方の手，

順を 「いつ 「どこ 「だれ 「どうする（材料とすること 」という観点で整理することで情報を， 」 」 」 ）

読み取り（どんな情報を ，箇条書きに表すことで分かりやすく伝えるための方法を知る（どう表す）

か）とともに自分の読み取りを確認できるようにした。

・ア(ウ) できるために学習者がどのような能力を習得したのかを自覚

あとがきを書く場では，読み取りの内容だけでなく表現の工夫も観点に持たせることで，自分の

学習した力を自覚できるようにした。さらに，最終時の絵本の交流の場では，学習の成果を明示，

賞賛することで自らの学びが自覚できるように支援した。

・イ(ア)テキストを利用して自分の考えを表現する場の設定

教材文から読み取った情報を絵と文で表して絵本をつくるという活動は，小見出しを付けてまと

， ，めた内容を 端的にわかりやすく書いたり内容を伝えるために有効な絵や写真を選んだりするなど

ある条件を満たしながら自分の考えを表す力を育てる必然的な場を設定することになる。

・ウ(ア)多様なテキストを読み自覚的な読みの力を育む体験を

後半のクイズ作りは，教科書以外の本やビデオ等様々なテキストに触れることになる。その際，

ただ読むだけでなく教材文に触発されて知りたいと思った事柄に視点を絞って読み進めていけるよ

う自分の課題を明確にして読むことができるよう支援することが大切である。

( ) 単元の目標3

話す・聞く 書く 読む

・ 分かりやすいクイズとする ・ 事柄の順序に注意して箇条 ・ 書かれている事柄の順序に

ため互いのクイズの感想を聞 書きに整理する。 注意して正確に読み取る。

き合う。 ・ 調べたことから取り上げる ・ 叙述にそって具体的に場面

・ 聞き手を意識してクイズを 事柄を選び，わかりやすいク を想像し，イメージ豊かに読

発問したり，友達のクイズに イズにまとめたり解答を書い む。

意欲的に答えたりする。 たりする。 ・ 写真と言葉を結びつけて読

む。



(4) 単元構成（全１９時間）

時 学 習 内 容 学習のねらい 教師の支援

・ビーバーについて知っている 教材文を通読したり 写真を利用したり児童の既習知1
ことを話し合う。 初発の感想を交流した 識を引き出したりしながら，学習

第 ・題名から内容を予想する。 りしながら，学習の見 意欲を喚起する。

一 ・教材文を通読して，初発の感 通しを持つ。 感想の内容を類別，まとめなが

次 想を書く。 (明確な目的の設定) ら話し合いをリードし，明確に課

・初発の感想を話し合い，学習 題意識が持てるようにする。1
計画（学習課題と方法）を立 文章構成をとらえる

てる。 とともに，まとまりご

とに内容をとらえ，小

・形式段落のあらましをつかみ 見出しをつける。 短くまとめた形式段落の内容を2 ，

全体を四つのまとまりに分け (テキストの構成理解) (キーワードの取り出し)をもと

て小見出しをつけ，ビーバー に，大きなまとまり(意味段落)をビーバーが木をかじって

絵本の目次とする。 考えることができるようにする。倒す様子，切り倒した木を

(ＷＳ①)運んで泳いでいくビーバー

・まとまりごとに，ビーバーの ワークシートを使いながら絵本の様子，ビーバーがダムを

様子を読み取る。 のページのイメージ化を図り，学作る様子，安全な巣を作っ

第 木をかじりたおすビーバー び方を指導する。 (ＷＳ②③)5 て暮らすビーバーの生活の

二 木を運ぶビーバー 順序をわかりやすく表現するこ様子を絵本に表しながら叙

次 ダムをつくるビーバー とができる箇条書きについて指導（ ）本時 述にそって読み取る。

すをつくるビーバー する。順序を表す事柄は箇条書

， ，きに整理して書く。 (番号を打つ 一文に一つの事柄

常体表記等)(テキストの理解解釈)

「 」 ，(テキストを利用した表現力) たんぽぽ の学習を想起させ

写真や絵の活用の仕方を助言す(多様なテキストに対応す

る。る読解力)

・ ビーバーの大工事」に対し 後書きの観点を明らかにしてお1 「 読み取ったことと自分の

て，思ったことや考えたことな く。考えをつないで様々な知恵

どを発表する。 説明文の内容についてを持つビーバーについての

・発表をもとに，絵本の後書き 絵本のくふう点・よさについ感想や絵本のくふう点やよ

を書く。 てさについて書く。

３ ・楽しく伝えるための工夫とし 教科書の例を参考にして，クイクイズ作りに興味を持

， ，て，クイズ作りを提案し，ク ズの書き方(○×問題 三択問題ち，教材文からクイズに取

イズの作り方を学ぶ。 穴埋め問題等)や出題の仕方を確り上げる事柄を積極的に調

・教材文をもとに「ビーバーの かめる。べたり探したりする。

第 ひみつ」クイズを作成する。 クイズの問題文が教材文の叙述文章から読み取ったこと

三 ・グループでクイズを読み合っ に沿っているか，問題と答えが呼をクイズの問題と答えにし

次 て，分かりやすい表現になっ 応しているか，答えやすいクイズて書く。

ているかを教え合う。 形式を選んでいるか等について話聞く人にとって，分かり

し合えるように話し合いの観点をやすいクイズになっている

示す。か話し合う。

(テキストを利用した表現力)

５ ・教材文に書かれていないビー 情報収集の手段について具体的調べる目的を明確にもつ。

バーについて知りたいことを に指導する。本やビデオ・インターネ

発表し合う。 収集した情報から友達に伝えたットなどから，クイズに取



・情報を得るための方法として い事柄を選択し，前次の学習方法， り上げる事柄を積極的に調

本やビデオ・インターネット を活用してクイズをつくることがべたり探したりする。

などがあることを知る。 できるようにする。クイズを作るための材料

として調べた事を書き出し第 ・興味のある事や知りたい事に

それをもとにクイズの問題四 関する情報を探して調べる。

調べて分かったことを書き出す。 と答えを考えて分かりやす次 ・

く書く。・調べたことをもとにクイズを

聞き手を意識してクイズ作成する。

を発問したり，友だちのク・クイズが分かりやすい表現に

イズに意欲的に答えたりすなっているか見直す。

できあがったクイズを絵本の目次 る。・

と関連させてクイズのページとし

て付け加え発表し合う。

第１ ・絵本を仕上げて交流し合い， 学習の成果を明示，賞賛するこ学習の振り返りをして感

五 学習活動を振り返る。 とで児童の意欲を喚起したり学習想をもつことができる。

次 の充実感を得，学びの自覚ができ

るようにしたりする。



 

ビーバー絵本を作ろう 「ビーバーの大工事」  

－読解力育成を中心にー 2 年 

 ・  形式段落を整理しまとめながら絵本の目次を考えたり，主述の関係をとらえながら箇条書きに整理したりするこ
とを通して物事の手順を理解し表現する理論的思考力を育てる。 
・ 絵本づくり(言葉と絵で読み取ったことを表現する)を単元の中心となる学習活動とすることで，①読む目的，表現
する(クイズづくり)目的を明確にし，目的に応じて理解したり，自分の考えを表現する力を育てる②非言語情報を言
語化したり統制したりする場を意図的に設け，絵や写真を言語化して表現する力や言語と写真や絵とを結びつけて読
む力，写真・絵などを効果的に活用する力を育てる。 

育
て
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い
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③ クイズづくり 
テキストを利用した表現力

   

 
５月「たんぽぽ」

多様なテキスト

テキストを利

② 絵本のページづくり 
 
・ 目次 
 
・本論のページ 

テキストの構

テキストの理

ＷＳ① ＷＳ② 

① 学習計画づくり←通読

            

相手意

目的意

明確な目的

の設定 

出題の仕方(書き
方)の指導 

話し合い活動の場
の設定 

問題文の妥当性 
問題と答えの適合性 
わかりやすさ 

○×問題 
三択問題 
穴埋め問題 

・ 形式段落→意味段落をと

・ 時間的な順序を正しく読

 

学習活動のねらいと実践 支援活動
表現
 
･･･基本的な読解力指導 

に対応する読解力

理解

用した表現力

成理解

解解釈

ＷＳ③

・初発の感想 
 の交流    
識(だれに) 
識(何を伝える) 

後書きの視点を明
らかにする 

写真の絵の活用 

豊かな読解に導く
ための体験活動の
重視 

ＷＳ① 

番号打ち   
一文に一つの事柄 
常態表現 

箇条書きの指導 

物事の手順
を正しく読
みとるため
の段階指導 

学び方を知る (一斉
↓   学習) 

学び方の習得 (一人
↓   学習) 

学びの確認・評価 

ＷＳ②

ＷＳ③

動作化   
簡易模型作り 
言語情報→絵 

説明文の内容 
絵本の工夫点，よさ

タイトル付け 
自分の読みの根拠に基

づいた効果的な活用 
 

絵
本
づ
く
り 

・ 

子
ど
も
の
主
体
的
な
学
習 

・ 

子
ど
も
の
意
識
が
連
続
す
る
学
習
過
程 

・ 

子
ど
も
の
個
性
が
生
き
る
表
現
物 

らえる力（文章構成の理解）  ・ 説明文の読み方(学びの技術)の習得 
み取る力  ・ 言語と絵とを結びつけて読む力 
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(5) 本時の学習指導
①目標 ダムづくりの様子を絵本（文や言葉と絵）に表すことにより，ダムづくりの手順を正しく読み取り，文や言葉と絵をつないで様子を読み深めることができる。
②本時の学習指導過程

学 習 活 動 予 想 さ れ る 児 童 の 意 識 の 流 れ 教 師 の 支 援

いよいよ大工事の一つ，ダムづくりの場面だ。 高さ２ ，長さ４５０ もあるダムをつくるな ・学習する場面を本文で確認しておく。m m
１ 本時のめあてを確かめる んてすごいな。ビーバーのダムづくりのすごさを絵本に表すよ。

・ ダムづくりをするビー ・ 段落で紹介されているダムの大きさを，具体的に実感で「 □15
バー」の場面⑩～⑮を教 きるように助言し，意欲を図る。
科書で確かめる。 ビーバー絵本（文や言葉・絵）に表しながら，ダムづくりのようすを読み取ろう

・事前の学習をふり返り，どのように文や言葉で書き表すか
・じゅんじょよくダムをつくっているところ(ダムのつくり方) 思い出すことができるようにする。
・水中に１５分間もいられること

絵本に載せたいビーバーのすごいところは ・家族そう出でしごとをすること だよ。 ・観点
・夕方から夜中までしごとをすること ・つくり方の書き方・・・箇条書き
・大きなダムをつくれること など 材料とビーバーがしたこと

前ページと同じ方法で，分かりやすくまとめよう。
・主述の関係を捉えることや書き方が困難な児童には，文章
に補足説明を加えるなどして個別に援助する。

２ 絵本に書く言葉や文を考 言 いつ どこ だれ つくり方（材料と手順）
える。 葉

や 夕方から 水の中 ビーバー ① 木をくわえたまま，水の中へもぐっていく。 ・全体交流で「そうして」や「その」を提示し，順序を考え
１ いつ どこで だ 文 夜中まで 川のほとり 家族のビーバー ② 木のとがった方を川の底にさしこんで流れないようにする る時のヒントとなる言葉であることに気付くようにする。（ ）「 」「 」「 。
れ 「つくり方」の観 で たち ③ さしこんだ木の上に小えだをつみ上げていく。」
点に基づいて，本文よ 書 ④ 小えだの上から石でおもしをする。
りワークシートに一人 く ⑤ どろでしっかりかためる。

一方の川ぎしから，反対の川ぎしまでつくればでき上がり。)一人書く。 こ (⑥
と ・ダムづくりの様子を動作化したり絵や簡易模型で表したり

（２）全体交流をして確か することで，手順の確認をする。また，木→石→泥の作業
める。 ダムづくりの様子はうまくまとめられたかな。ダムができあがっていく様子を再現して確かめよう 工程の間の時間や，繰り返ししていることに気づくよう助

言する。
※簡易模型 川底…粘土

ビーバーの動き(動作化) ダムのできあがる様子(絵・簡易模型) 木……えんぴつ
・何度も何度も木や石や泥を運ばないと行けないよ ・木→小枝→石・泥の順番でダムがつくられるよ。など 小枝…数え棒。
・家族で力を合わせてするよ。 石……けしごむ 等
・作り方の順番をまちがえないようにするよ。など

・ 動作化 「絵 「簡易模型」の選択は，個性に応じて選択で「 」 」
きるように助言する。

少しず⑭こうして，一方の川ぎしからはんたいの川ぎしまで
のびていき，ダムができあがります。 ・⑭段落と結びつけて，⑩段落の手順がダムづくりの一部分つ

であることに気づくようにする。
家族みんなで力を合わせて何時間も，木・石・泥をつかって正しい順序で繰り返し繰り返し仕事をするからりっぱな
ダムができるんだね。やっぱりビーバーはすごい！(読解) 評 ダムづくりの手順を箇条書きに表して正しく読みとるこ

３ ダムづくりのようすを表 とができる。
す絵を考える。 文ができたよ。どんな絵をかいたらいいかな。教科書の写真を見直してみよう。

（１）教科書に載せられてい Ｐ２８ 木をくわえて水中にもぐるビーバー Ｐ２９ 小えだをはこぶビーバー ・教科書に載せられている写真から読みとれることは，ダム→ →
る写真を見直す。 つくり方①のところ 川のほとりでしごとをしている２ひきのビーバー づくりの一部であることに気づき，効果的な絵を考えよう

ダムづくりの一部分しか表してないよ。ダムづくりの様子がよく分かるような絵を考えて絵本に表そう。 とする課題意識をもつことができるようにする。

ダムづくりに関連する写真や図(５場面) ・ダムづくりの様子がよく分かる絵は，どんな絵がよいか児
（２ 「ダムづくりに関連す 童に考えさせた後，教師が用意した５場面の絵や写真(教科）

る写真や図」の中から自 写真 写真 川のほとりでのダムづ 完成したダムの写真 書掲載分２枚を含む)を提示する。P28 P29 水中でのダムづくりの絵
分の絵本にのせたいもの 水の中へ潜っていく 小枝を抱えているビ くりの絵 りっぱなダムの様子が ・絵や写真に題を付けたり，すでに書いている文や言葉を線家族総出で仕事をしてい
を選択する。 ビーバーの様子がよ ーバーの様子がよく 家族総出で仕事をして よく分かる。 でつないだりすることで，非言語を読みとる力や言語とつる様子がよく分かる。

く分かる。 分かる。 いる様子がよく分か ほんもののダムを写し ないで読む力を育てる。できあがっていくダムの
（３）ワークシートにはって 写真は本当の姿を写 写真は本当の姿を写 る。 など ている。 ・絵や写真を選択しにくい児童には，絵や写真から分かるこ様子がよく分かる。

文とつないだり言葉を書 している。 など している。 など など とを具体的に助言して理由づけしやすいように個別に援助など
き加えたりする。 自分の考えにもとづいた写真や絵の選択 する。

，４ 絵本のページを仕上 ダムづくりの様子を分かりやすく伝えるために絵本のページを工夫したよ。 評 ビーバーの知恵を生かしたダムづくりの様子を読み取り
げる。 文を短くまとめる。大切な事柄を落とさないように整理して。 自分の考えの根拠にもとづいた絵を考えることができる。

文だけで分からないところの絵や写真。文や言葉と絵や写真を結びつけて。など

次は，すづくりをするビーバーのページだよ。


